
松江保健生協 2022 年度のまとめ（案） 

 

（はじめに） 

２０２２年度は新型コロナウイルス感染症が過去最大の感染者数となり事業や運動に大

きく影響した 1 年となりました。事業所ではクラスター発生や職員の感染拡大により、患

者、利用者の減少、支部や班の活動自粛を余儀なくされました。このような中でも事業所で

は陽性患者の入院受け入れやワクチン接種など地域や行政の要求に応える活動をすすめま

した。 

組合員の活動では感染を発生させることなく、健康づくり、つながりづくりをすすめ昨年

を上まわる成果を出すことができました。 

長引くコロナ禍の中で、保健生協の事業と組合員活動は「地域まるごと健康づくり」に大

きく貢献した年度となりました。 

 

  

１１、、健健康康づづくくりり、、つつななががりりづづくくりり、、仲仲間間づづくくりり 

 

①コロナ禍でも感染対策を行い、支部を中心に取り組みが前進しました。支部企画を「70

周年企画」と位置づけ、グラウンドゴルフは１４支部で４０４人が参加しました。支部企

画を機にグラウンドゴルフ班会も定着し２０３回１,１５５人の参加に広がりました。「寄

せ植え」も１４支部６１５人の参加、「ウォーキング・登山」「お出かけ交流会」なども実

施され、地域の健康づくり、つながりづくりに貢献しました。 

②認知症予防の取り組みは支部、班会の認知症学習会は５回３０人の参加でしたが、班会や

サロンの開催とあわせた認知症予防活動が定着しました。 

③第５回松江保健生協「すこしおレシピコンテスト」を開催し、１４人から１９レシピの応

募があり４件が入賞しました。また、「すこしおレシピ」集を発行し、二次元コードから

もレシピを見ることができるよう活用しました。医療福祉生協連の全国コンテストにも応

募し３年連続入選（最優秀賞、佳作）を果たしました。 

④健康チャレンジは過去最高の１１,１５４人、仲間でチャレンジも８４３グループ、３,１

７８人が参加し、１４班の復活と新班１２班の誕生につながりました。 

 

 

２２．．居居場場所所づづくくりり、、支支ええ合合いい、、居居心心地地よよくくくくららせせるるままちちづづくくりり  

 

①サロンは、あらたに２支部で取り組まれ１５支部、１５サロンとなりました。延べ５１回

開催で８８８人の参加となりました。「スワッグづくり」「太極拳」「健康麻雀」など開催

内容も多彩で毎月開催を計画しているサロンが増えています。 
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②フードバンクしまね「あったか元気便」は、対象学校が１７校に拡大し、延べ１,７３７世

帯、ご家族延べ６,１５７人（昨年１,４０５世帯、ご家族４,９４０人）に２３トン（昨年

１５トン）の食料品をお届けしました。ボランティア参加も増え１,０２５人（昨年８６６

人）と広がりました。なないろ食堂は５回開催、５０人の子どもたちが参加、軽食持ち帰

り付き寺子屋（学習支援）は１２回開催、６８人の参加となりました。お弁当のテイクア

ウトの企画は１回実施しています。 

③「おたがいさま支えあい基金」は、９６万円の募金のご協力を頂き２０１７年からの累計

は７８１万円となりました。「無料低額診療事業」への支援には８３万円、「その人らしく

を支える支援」には５２件、１３万円を支援しました。 

 

 

３３、、第第 22 期期「「ああっったたかかままちちづづくくりりビビジジョョンン」」（（案案））（（22002222～～22002266））検検討討、、組組織織とと事事業業

をを支支ええるる活活動動  

 

①医療事業構想、介護事業構想、組織課題、経営課題の４つの分野から答申がだされ、第２

期「あったかまちづくりビジョン」（案）ダイジェスト版が完成しました。１０月から１

２月を検討推進月間とし、４０支部、１５事業所・職場から感想が寄せられました。 

②事業所ではクラスター発生や職員の感染拡大があり事業収益は大きく減収しました。一方

で、陽性患者さんの入院、入所受け入れ、発熱外来、ワクチン接種など地域の要求に応え

ながら補助金も獲得し、経営改善を行いました。経常剰余は 2 億１,７７４万円となり年

度予算を超過しました（予算１億３,８７５万円）。組合員増やしでは９３４人（目標１,５

００人）、出資金増やしで１億９,６９０万円（目標２億５千万円）となりました。 

 

 

44、、生生協協のの役役割割とと社社会会的的価価値値、、平平和和でで公公正正なな社社会会づづくくりり  

 

①ＳＤＧｓの学習と実践がすすみました。支部、班会での「SDGs って何だろう」学習会や

本庄支部の海岸清掃、乃木第一支部合同班会や城北支部班会のエコバッグづくり、乃木第

一支部、古志原はっぴぃサロン、八雲西支部班会のフードバンク支援募金活動など、支部、

班会でＳＤＧｓの実践が進みました。 

②平和・憲法問題、社会保障充実などの取り組みは、「国の制度として１８歳までの医療費

窓口負担を無料に」署名４５９筆、「保険で良い歯科医療を」署名２７７筆が集まりまし

た。第３４回「戦争体験を語り継ぐ集い」は入場制限を行い１１０人の参加者で開催され

ました。 

２２００２２３３年年度度松松江江保保健健生生協協重重点点方方針針（（案案））  

 

（はじめに） 

2023 年度は、新型コロナ感染症が季節性インフルエンザなどと同じ「5 類」に分

類され、感染対策が大幅に緩和される中で組合員運動と医療、介護事業をすすめてい

くこととなります。 

 長引くコロナ禍によりフレイルの進行、社会活動の参加自粛など、「誰もが健康で

居心地よくくらせるまちづくり」の実現には多くの課題が残されています。また、ロ

シアのウクライナ軍事侵攻から 1 年たち、エネルギー費や物価高騰による影響は生

活を直撃しています。 

国政では、岸田内閣はロシア、中国、北朝鮮などの動向を逆手にとって、憲法「改

正」、防衛力強化、原発政策転換などの方針を打ち出し、社会保障費の削減を今以上

に推し進めようとしています。私たちを取りまく、くらしや平和の問題はますます厳

しさを増すことが予想されます。 

このような社会環境の中で、生協らしい健康づくり、つながりづくりの前進を図り、

生協運動と事業・経営課題をすすめます。 

 

１１、、健健康康づづくくりり、、つつななががりりづづくくりり、、仲仲間間づづくくりり  

①新型コロナ感染症の継続対応を前提とした、健康づくり、つながりをすすめます。

特にフレイル予防、認知症予防、ヘルスリテラシー向上のための学習企画など、

「地域まるごと健康づくり」をすすめます。 

②世代や組合員の枠を超えて、創意工夫ある楽しい活動を支部で計画します。コロナ

禍での教訓から「グラウンドゴルフ」「ウォーキング」「寄せ植え」などをさらに広

げ、新たなつながりづくりと支部の活性化につなげます。 

③「すこしお３つの柱」をすすめます。すこしおレシピコンテスト開催とレシピ集発

行を継続します。ソルトペーパーや塩分測定器等を活用し、減塩を意識できる取り

組みをすすめます。 

④昨年度を上回る「健康チャレンジ」「仲間でチャレンジ」をめざす体制と作戦を支

部で計画します。「仲間でチャレンジ」の取り組みから新班や復活班につなげます。 

 

２２、、居居場場所所づづくくりり、、支支ええ合合いい、、居居心心地地よよくくくくららせせるるままちちづづくくりり  

①居場所づくり、つながりづくりの取り組みとして、すべての支部でサロン開催を検

討します。１５支部１５ヶ所に広がったサロンの経験を交流し、支部それぞれに特

色あるサロン開催にチャレンジします。 

②支部でフードバンク、なないろ食堂、おたがいさま支えあい基金の取り組みを支援

していきます。さらに食品支援、募金、ボランティア参加を地域に広げます。 

③松江市以外の支部のある自治体と「高齢者見守りネットワーク」協定締結をすすめ

ます。 
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